




要約:特異的に漢字書字障害を呈した 2 症例と漢字かな双方に読み書き障害を認めた 1 症

例に視覚性事象関連電位検査を行い P300、反応時間について検討した。視覚課題は既知

漢字、未知漢字、無意味複雑平面図形とし一例には特に視空間認知に関わる課題を追加作

成して評価を行った。漢字書字障害の臨床症状は共通でも 2症例の視覚認知過程の障害内

容が異なることが神経生理学的に示された。また読み書き障害例での視覚情報処理の冗長

性は症状に対応させた課題を設定することで初めて明確化された。課題を選択設定して視

覚性事象関連電位検査を行うことは特異的学習障害例の情報処理の神経生理学的背景を明

らかにでき有意義である。


